
社会福祉法人大田区社会福祉協議会介護職員初任者研修事業（通学）学則 

 

（事業者の名称・所在地） 

第１条 本研修は次の事業者が実施する。 

社会福祉法人大田区社会福祉協議会（以下「大田社協」という。） 

東京都大田区西蒲田七丁目４９番２号 

 

（目的） 

第２条 地域住民、団体の協力のもと、高齢者が住み慣れた地域で必要とする福祉サービ

スが利用できる地域福祉の推進を図り、もって福祉社会を担う人づくりを推進するた

めに、介護職員を養成する。 

この目的を達成する一環として、大田社協は介護職員初任者研修事業を実施し、高

齢者を支援するための人材育成に努める。 

 

（実施課程および形式） 

第３条 前条の目的を達成するため、次の研修事業（以下「研修」という。）を実施する。 

  介護職員初任者研修課程（通学形式） 

 

（研修事業の名称） 

第４条  研修事業の名称は、次のとおりとする。 

大田社協介護職員初任者研修（通学制） 

 

（年度事業計画） 

第５条 平成３０年度の研修事業を次の計画のとおり１回実施する。 

区分 実 施 期 間 募集定員 

第１回 平成３０年１０月～平成３１年１月 ２４名 

合    計 ２４名 

 

（受講対象者） 

第６条 受講対象者は次の者とする。 

大田区在住・在勤・在学のいずれかで、本研修を修了後、介護職員として働くことに 

意欲を持っている１６歳から概ね６５歳までの方。 

 

（研修参加費用） 

第７条  研修参加費用は次のとおりとする。 

区分 内 訳 金 額（税込） 納付方法 納付期限 

第１回 

受 講 料 ４２，０１０円 

振込による 

一括納付 

受講開始前日まで 

の指定日 

テキスト代 ５，８３０円 

実 習 費 ２，１６０円 

計 ５０，０００円 



     

  なお、既に納めた研修参加費は、返還しない。ただし、大田社協会長が特別の理由

があると認めるときは、一部又は全部を返還することができる。 

 

（使用教材） 

第８条 研修に使用する教材は次のとおりとする。 

区分 テキスト名 出版社名 

第１回 介護職員初任者研修テキスト 株式会社日本医療企画 

 

（研修カリキュラム） 

第９条 研修を修了するために履修しなければならないカリキュラムは、別紙「研修カリ

キュラム表」のとおりとする。 

 

（研修会場） 

第１０条 前条の研修を行うために使用する講義及び演習会場は、別紙「研修会場一覧」

のとおりとする。 

 

（担当講師） 

第１１条 研修を担当する講師は、別紙「担当講師一覧」のとおりとする。 

 

（実習施設） 

第１２条 実習は別紙「実習施設一覧」の施設において実施する。 

 

（募集手続） 

第１３条 募集手続きは次のとおりとする。 

（１） 募集の広報は、開講日の前月を目途に、大田区報等に掲載する。 

（２） 希望者は、大田社協に来所し、所定の申込書に必要事項を記入の上、 

    ８２円切手を添えて締切日までに申し込む。 

（３） 定員２４名を超えた場合は、抽選の上、受講者を決定する。 

（４） 抽選の結果は、応募者全員に通知する。 

（５） 研修の詳細な日程、カリキュラム等は、来所時に配付する。 

（６） 研修参加費は、研修開始日前の指定日に、振り込みにより受領する。 

 

（科目の免除） 

第１４条 科目の免除についてはこれを認めない。 

 

（修了の認定） 

第１５条 修了の認定は、第９条に定めるカリキュラムを全て履修し、次の修了評価を行

った上、修了認定会議において基準に達したと認められた者に対して行う。 

（１） 修了評価は筆記試験により行う。ただし、介護に必要な基礎的知識の理解

度及び生活支援技術の習得状況の評価については、実技試験も行う。 

（２） 認定基準は次のとおり、理解度の高い順に A、B、C、Dの４区分で評価した



上で、C 以上の評価の受講者を評価基準を満たしたものとして認定する。

認定基準（１００点を満点とする） 

A=９０点以上、B=８０～８９点、C=７０～７９点、D=７０点未満 

（３） 評価基準に達しない場合には、再試験を 2回実施し、（２）の基準を満たし

た者について認定する。 

    

（研修欠席者の扱い） 

第１６条 理由の如何にかかわらず､研修開始から１０分以上遅刻した場合は欠席とする。 

また、やむを得ず欠席する場合には、必ず事前に大田社協に連絡することとする。 

 

（補講の取扱い） 

第１７条 第９条に定めるカリキュラムの一部を欠席した受講者は、講義・演習の総時間

数の１割を上限とし、補講を受講することにより当該科目を修了したものとみなす。 

 ２ 前項の補講は大田社協では実施しないため、他事業者が実施する同一課程の研修を

受講することにより当該科目を修了したものとみなす。その場合の受講料は、他事業

者の定める金額を受講者が負担する。 

３ 他事業者から補講者を受け入れる場合は、受講料として１科目につき３，０００円

を補講者から徴収する。 

 

（受講の取消） 

第１８条 次の各号に該当する受講者に対しては、一時退室または受講資格を取消すこと 

  ができる。尚、一時退室したものは欠席扱いとする。 

（１）学習意欲が著しく欠け、修了の見込みが無いと認められる者 

（２）研修の秩序を乱し､その他受講生としての本分に反した者 

 

（修了証明書の交付） 

第１９条 第１５条により修了を認定された受講者には東京都介護職員初任者研修事業

実施要綱９に規定する修了証明書及び修了証明書（携帯用）を交付する。 

  

（修了者管理の方法） 

第２０条 修了者管理については、次により行う。 

（１） 修了者を修了者台帳に記載し永久保存するとともに、東京都が指定した

様式に基づき知事に報告する。 

（２） 修了証明書の紛失等があった場合は、修了者の申し出により再発行を行

う。ただし、有料とし、１回３００円とする。 

 

（公表する情報の項目） 

第２１条 東京都介護職員初任者研修事業実施要綱８に規定する情報の公表に基づき、当  

  社ホームページ（https://www.ota-shakyo.jp/）において開示する内容は、以下のと 

  おりとする。 

（１） 研修機関情報 

法人格、法人名称、住所、電話番号、代表者名、研修担当部署、事業所

の名称、事業所の住所、理念、学則、研修施設、設備、在籍講師数（専

https://www.ota-shakyo.jp/


任・兼任別） 

（２） 研修事業情報 

研修の概要（対象、研修スケジュール、定員、実習の有無、指導者数、

研修受講手続、費用、特徴）、研修課程責任者、研修カリキュラム（科目

別シラバス、科目別担当講師、各科目の特徴）、修了評価（評価方法、評

価者、再履修の基準）、実習施設（実習協力機関の名称、住所、介護保険

事業の概要、実習プログラムの内容及び特色、実習の指導体制、指導内

容、実習協力期間における延べ人数）、連絡先等（申込先、資料請求先、

苦情対応部署連絡先） 

 

（研修事業執行担当部署） 

第２２条 本研修事業は、大田社協地域福祉推進課おおたボランティアセンターが所管す

る。 

 

（その他留意事項） 

第２３条 研修事業の実施に当たり、次のとおり必要な措置を講じることとする。 

（１） 研修に関して下記の苦情等の窓口を設けて研修実施部署と連携し、苦情 

   及び事故が生じた場合には迅速に対応する。 

    苦情対応部署：おおたボランティアセンター 研修担当窓口  

電話０３－３７３６－５５５５ 

（２） 事業実施により知り得た受講者等の個人情報をみだりに他人に知らせ、

又は不当な目的に使用しない。 

（３） 受講者等が実習等で知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不

当な目的に使用することのないよう受講者の指導を行う。 

（４） 研修の受講に際しては、受講申込時に本人確認を行う。本人確認の方法

は、以下の公的証明書の提出等により行うものとし、本人確認が出来な

い場合は、受講の拒否又は修了の認定を行わないものとする。 

①  戸籍謄本、戸籍抄本若しくは住民票の提出 

②  住民基本台帳カードの提示 

③  在留カード等の提示 

④  健康保険証の提示 

⑤  運転免許証の提示 

⑥  パスポートの提示 

 

（施行細則） 

第２４条 この学則に必要な細則並びにこの学則に定めのない事項で必要があると認め

られる時は、大田社協がこれを定める。 

 

 

（付  則） 

この学則は平成３０年６月 日から施行する。 

 

     
↑施行日は提出日（申請書の日付）と同日にする 


